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キ
リ
シ
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江
兆
民
に
お
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て
│
│
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川　
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子

は 

じ 

め 

に

　

朱
子
は
、
理
と
気
に
よ
っ
て
世
界
を
把
握
し
、
人
に
内
在
す
る
理
す
な
わ
ち
性
の

本
来
的
な
発
現
（
絶
対
的
善
性
の
発
露
）
を
目
指
し
、
世
界
を
貫
く
理
の
法
則
を
客

観
的
に
学
ん
で
い
く
主
体
的
な
生
き
方
を
求
め
た
。
近
世
の
成
立
と
は
、
理
の
思
想

の
確
立
を
さ
す
と
も
言
え
る
。

　

朱
子
学
は
、
中
世
の
仏
教
的
思
惟
か
ら
の
脱
却
時
後
に
近
世
に
か
け
て
日
本
に
お

け
る
普
遍
的
地
位
を
確
立
し
、
世
界
と
人
の
双
方
を
動
か
す
統
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
想

定
し
た
。
仏
教
的
思
惟
か
ら
の
脱
却
と
、
朱
子
学
的
理
の
深
化
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
流
入
も
契
機
と
な
っ
た
と
言
え
る
。
ハ
ビ
ア
ン
の
『
妙
貞
問
答
』
は
、
朱
子
学
に

は
創
造
主
の
設
定
が
欠
如
し
て
い
る
と
す
る
が
、
世
界
に
神
の
意
志
の
貫
徹
を
見
る

キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
思
想
と
、
朱
子
学
的
理
の
論
理
に
共
通
点
を
見
い
だ
す
。
神

の
創
造
物
で
あ
る
人
間
の
か
け
が
え
の
な
さ
が
、
近
代
的
人
権
論
の
根
拠
で
あ
る
。

人
権
論
の
前
提
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
思
想
が
、
十
六
世
紀
に
日
本
に
本
格

的
に
移
入
し
た
こ
と
が
、
朱
子
学
的
理
の
論
理
を
強
化
し
た
。

　

明
治
期
に
、
中
江
兆
民
は
、
ル
ソ
ー
に
お
け
る
自
由
の
権
利
の
先
天
性
を
説
明
す

る
際
に
、
当
時
の
日
本
人
に
感
覚
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
朱
子
学
の
用
語
を
駆
使
し

た
。
兆
民
が
、
朱
子
学
の
概
念
を
用
い
た
の
は
、
思
想
の
本
質
的
類
似
性
が
ゆ
え
と

い
う
点
も
見
逃
せ
な
い
。
朱
子
学
的
理
の
思
想
の
深
ま
り
が
、
日
本
に
お
け
る
近
代

思
想
の
受
容
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
。
日
本
に
お
け
る
西
洋
の
権
利
の
思
想
の
受

容
に
、
朱
子
学
思
想
の
普
及
が
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

朱
子
学
的
理
の
思
想
は
、
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
思
想
と
あ
る
種
の
類
似

性
が
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
思
想
と
の
邂
逅
に
朱
子
学
的
理
の
概
念
が
橋
渡
し

を
し
て
い
た
。
そ
の
論
理
的
関
連
を
可
視
化
し
た
の
が
、
戦
国
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
思

想
の
流
入
と
明
治
初
期
の
西
洋
の
政
治
思
想
の
流
入
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
キ
リ

シ
タ
ン
思
想
流
入
期
に
、
儒
教
の
宇
宙
論
と
キ
リ
ス
ト
教
の
宇
宙
論
と
の
論
理
的
違

い
を
展
開
し
た
『
妙
貞
問
答
』
と
、
明
治
期
に
、
西
洋
近
代
の
政
治
思
想
を
移
入
し

な
が
ら
儒
教
思
想
を
尊
重
し
た
中
江
兆
民
と
、
両
者
に
お
け
る
朱
子
学
思
想
と
西
洋

思
想
の
邂
逅
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
思
想
史
の
一
断
面
を
示
し
て
ゆ
き
た
い
。

１
、
朱
子
学
理
の
確
立
─
─
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
と
の
邂
逅

　

室
町
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
の
思
想
的
潮
流
、
仏
教
的
思
惟
か
ら
の
脱
却
と
朱
子

学
的
理
の
発
見
の
深
ま
り
に
キ
リ
ス
ト
教
の
流
入
が
欠
か
せ
な
い
要
素
に
な
っ
て
い

た
。
キ
リ
ス
ト
教
と
朱
子
学
、
神
道
や
仏
教
の
論
理
の
交
錯
が
、
当
時
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
ら
れ
た
か
、
ハ
ビ
ア
ン
の
『
妙
貞
問
答
』
は
、
非
キ
リ
シ
タ
ン
の
妙
秀
の

質
問
に
つ
い
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
幽
貞
が
答
え
る
形
式
で
進
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
巻

「
儒
道
之
事
」
は
、
儒
教
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
論
理
の
違
い
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
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要　

第
五
〇
号

は
、「
儒
道
之
事
」
に
示
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
側
か
ら
見
た
儒
教
評
価
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
著
者
ハ
ビ
ア
ン
は
、
朱
子
学
の
理
の
論
理
を
高
く
評
価
し
て

い
）
1
（

る
。

　
　

老
・
荘
・
列
ノ
三
子
等
、
皆
如
此
虚
無
自
然
ト
ノ
ミ
見
ル
ニ
ヨ
テ
、
仁
義
礼
智

信
ノ
道
ヲ
カ
ロ
ン
ジ
サ
フ
ラ
フ
ガ
故
ニ
、
儒
者
ハ
尺
・
道
ノ
二
教
ヲ
バ
虚
無
寂

滅
ノ
教
ト
云
イ
テ
、
甚
嫌
ハ
レ
サ
フ
ラ
フ
。
去
バ
儒
者
ノ
如
キ
ハ
ナ
ツ
ウ
ラ
ノ

教
（
日
本
思
想
大
系
注
／N

atura

は
自
然
。
い
わ
ゆ
る
自
然
法
的
倫
理
を
い

う
。
儒
教
の
そ
れ
と
一
致
点
が
あ
る
の
で
、
儒
教
は
一
応
よ
い
と
し
た
の
で
あ

る
。）
ヘ
ト
申
テ
、
性
得
ノ
人
ノ
心
ニ
生
レ
ツ
キ
タ
ル
、
仁
義
礼
智
信
ノ
五
常

ヲ
守
ル
ヤ
ウ
ナ
ル
所
ヲ
バ
、
キ
リ
シ
タ
ン
ノ
教
ニ
モ
一
段
ホ
メ
ラ
レ
サ
フ
ラ

フ
。
但
天
地
陰
陽
ヲ
太
極
天
道
ト
見
テ
、
其
作
者
ヲ
云
ハ
ズ
。
人
畜
草
木
モ
気

質
マ
デ
ニ
テ
替
ハ
リ
、
其
性
ハ
隔
テ
ナ
シ
ナ
ド
云
フ
様
ナ
ル
ヲ
バ
、
マ
ヨ
イ
ト

申
侍
ル
也
。
三
教
ノ
内
ニ
テ
申
サ
バ
、
儒
道
ニ
ハ
益
ア
ル
コ
ト
、
ヲ
ホ
ク
サ
フ

ラ
フ
。
三
教
一
致
ト
ハ
申
セ
ド
モ
、
尺
・
道
ノ
二
門
ハ
沙
汰
ノ
カ
ギ
リ
ニ
テ
ハ

サ
フ
ラ
フ
。 
（
一
二
七
頁
）

ハ
ビ
ア
ン
は
、
人
間
に
内
在
し
て
い
る
性
＝
理
と
自
然
界
に
潜
在
し
て
い
る
天
道
＝

理
と
の
一
貫
性
を
見
い
だ
す
朱
子
学
思
想
と
、
世
界
に
神
の
意
志
の
貫
徹
を
見
る
キ

リ
ス
ト
教
的
自
然
法
思
想
に
は
共
通
点
が
あ
る
と
す
る
。
近
世
・
近
代
を
準
備
し
た

朱
子
学
的
理
の
論
理
は
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
流
入
に
よ
り
い
っ
そ
う
強
固
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ハ
ビ
ア
ン
は
朱
子
学
的
理
の
論
理
を
評
価
し
つ
つ
も
、
創

造
主
を
設
定
し
な
い
不
十
分
性
を
指
摘
す
る
。

　

ハ
ビ
ア
ン
に
よ
れ
ば
、
万
物
は
何
か
起
点
な
る
力
に
よ
っ
て
し
か
生
じ
な
い
。

　
　

万
ヅ
ノ
物
、
色
形
チ
ア
ル
ハ
、
其
初
メ
ナ
ク
テ
叶
ズ
。
初
メ
ア
レ
バ
自
ラ
初
マ

ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
。
他
ノ
力
ニ
ヨ
ラ
ザ
レ
バ
生
ジ
サ
フ
ラ
ハ
ヌ
ゾ
。
万
物
ハ
天

地
陰
陽
ヨ
リ
出
来
ル
ト
云
ハ
ヾ
、
其
天
地
陰
陽
ハ
何
ク
ヨ
リ
生
ジ
タ
ル
ト
思
イ

玉
フ
ヤ
。 

（
一
二
二
頁
）

万
物
が
天
地
よ
り
生
ま
れ
た
と
し
た
ら
、
天
地
は
何
か
ら
生
じ
た
の
か
。

　
　

此
所
ニ
至
テ
ハ
、
儒
道
モ
虚
無
自
然
ノ
無
極
ヲ
根
本
ト
セ
ザ
レ
バ
叶
ハ
ズ
。
其

故
ハ
、
天
地
造
作
ノ
主
ア
ル
事
ヲ
知
ネ
バ
、
虚
無
ヨ
リ
自
然
ニ
生
ジ
タ
ル
ト
ヨ

リ
外
ハ
云
フ
ベ
キ
様
ナ
シ
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
儒
教
で
も
虚
無
自
然
の
無
極
を
根
本
と
し
て
い
る
（
仏
教
の
よ

う
に
無
を
ス
タ
ー
ト
に
し
て
い
）
2
（

る
）
と
し
な
け
れ
ば
説
明
が
つ
か
な
い
。
儒
教
が
こ

の
世
界
の
始
点
を
設
定
し
な
い
な
ら
ば
、
仏
教
と
同
様
に
虚
無
よ
り
自
然
に
生
ま
れ

た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、『
妙
貞
問
答
』
中
巻
の
「
儒
道
之
事
」
を
分
析
し
て
ゆ
く
。

　
　

仏
法
ハ
善
悪
不
二
、
邪
正
一
如
ト
云
イ
、
棄
恩
入
無
為
ト
立
タ
ル
物
ニ
テ
サ
フ

ラ
ヘ
バ
、
道
ノ
行
ハ
ル
ベ
キ
様
モ
ナ
シ
。
寂
滅
ノ
教
ト
是
ヲ
云
イ
、
沙
汰
ノ
カ

ギ
リ
ト
儒
道
ニ
ハ
嫌
イ
サ
フ
ラ
フ
。
去
ド
モ
儒
道
モ
キ
リ
シ
タ
ン
ノ
教
ニ
ハ
及

サ
フ
ラ
ハ
ズ
。 

（
一
一
四
頁
）

仏
教
の
無
為
を
ベ
ー
ス
に
す
る
理
論
は
、
儒
者
が
仏
教
を
「
寂
滅
ノ
教
」
と
批
判
す

る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
世
界
を
造
っ
た
創
造
主
を
想
定
し
な
い
儒

教
の
理
論
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
理
論
に
較
べ
る
と
不
十
分
で
あ
る
。

　
　

此
太
極
ノ
一
気
ノ
事
、
此
一
ツ
ヨ
リ
二
ツ
ヲ
生
ル
ト
ハ
、
太
極
ノ
一
気
ガ
陰
陽

ト
分
ル
ヽ
処
、
二
、
三
ヲ
生
ズ
ル
ト
ハ
、
此
陰
陽
ヨ
リ
天
地
人
ノ
三
才
ト
分
レ

出
、
三
、
万
物
ヲ
生
ト
ハ
、
此
天
地
人
ノ
三
才
ヨ
リ
ア
ラ
フ
ル
物
ハ
出
来
ル
ト

云
フ
心
ロ
ニ
テ
侍
。
然
ニ
儒
者
ハ
、
道
一
ヲ
生
ズ
ト
云
フ
彼
道
ヲ
、
太
極
ヨ
リ

前
ヘ
ニ
各
別
ニ
是
ヲ
立
ズ
。
太
極
則
無
極
、
々
々
則
太
極
ト
見
テ
、
畢
竟
太
極

ヲ
本
ト
ス
ル
物
ニ
テ
サ
フ
ラ
フ
。
去
バ
此
太
極
ト
ハ
陰
陽
未
分
ノ
所
ヲ
申
サ
フ
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ラ
フ
。
渾
沌
未
分
ト
云
フ
モ
、
天
地
陰
陽
ノ
分
レ
ヌ
重
ヲ
云
ヘ
リ
。

 

（
一
一
五
頁
）

太
極
の
一
気
が
、
陰
陽
に
分
か
れ
る
。
そ
こ
か
ら
天
地
人
の
三
才
、
天
地
が
で
き
て

い
く
。
け
れ
ど
も
、
儒
者
は
、
道
一
を
生
じ
る
と
言
う
。
こ
の
道
（
太
極
）
よ
り
前

に
お
の
お
の
別
に
こ
れ
を
立
て
な
い
。
太
極
＝
無
極
、
こ
こ
か
ら
天
地
陰
陽
が
生
ま

れ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
続
く
。

　
　

譬
ヘ
バ
先
ヅ
茲
ニ
寒
熱
等
ノ
病
ヲ
イ
ヤ
ス
万
ヅ
ノ
薬
ノ
種
々
ノ
入
タ
ル
一
ツ
ノ

櫃
ア
リ
ト
思
ヒ
玉
ヘ
。
去
バ
此
櫃
ノ
内
ニ
諸
薬
ハ
ア
レ
ド
モ
、
フ
タ
ト
ミ
ヲ
開

キ
テ
二
ツ
ニ
ナ
サ
ヾ
レ
バ
、
用
所
ナ
キ
器
也
。
然
バ
太
極
ヲ
バ
、
此
フ
タ
ト
ミ

ノ
未
ダ
合
シ
テ
有
櫃
ト
心
得
玉
ヘ
。
蓋
ハ
フ
タ
、
身
ハ
身
ト
開
キ
タ
ル
ヲ
バ
、

太
極
両
象
ヲ
生
ジ
テ
、
陰
陽
ノ
二
ツ
ト
分
レ
タ
ル
ニ
ナ
ゾ
ラ
ヘ
テ
分
マ
ヘ
給

へ
。
又
内
ノ
薬
ヲ
合
ニ
百
ノ
病
ヲ
イ
ヤ
ス
ハ
、
陰
陽
和
合
シ
テ
万
物
ト
ハ
成
ノ

タ
マ
ヘ
ト
思
食
。
爰
ヲ
以
テ
見
レ
バ
、
畢
竟
太
極
共
云
へ
、
又
ハ
天
道
ト
モ
申

セ
カ
シ
、
陰
陽
ノ
二
ツ
ニ
ハ
過
ズ
。 
（
一
一
五
頁
）

病
気
の
た
と
え
、
熱
が
出
る
病
気
に
き
く
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
薬
が
お
櫃
に
入
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
は
単
独
で
は
効
用
が
な
い
、
調
合
し
て
は
じ
め
て
薬
の
効

力
が
生
じ
る
、
調
合
前
の
薬
が
い
わ
ば
太
極
で
あ
る
。
太
極
（
そ
こ
に
抱
き
合
わ
せ

に
な
っ
て
い
る
陰
陽
）
陰
陽
そ
の
も
の
が
物
質
な
の
で
は
な
い
、
天
地
の
間
に
満
ち

て
い
て
形
に
な
っ
た
も
の
、
な
っ
て
い
な
い
も
の
、
す
べ
て
を
含
ん
で
満
ち
て
い

る
。
す
べ
て
の
も
の
は
、
陰
陽
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
陰
陽
の
化
合
物
で
あ
る
。
こ

こ
に
お
い
て
、
陰
陽
は
気
に
属
す
る
概
念
で
あ
り
、
太
極
は
理
に
属
す
る
概
念
で
あ

る
と
い
う
朱
子
学
の
把
握
は
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
朱
子
学
的
理
論
を
な
る
べ
く
正

確
に
と
ら
え
評
価
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

　
　

然
バ
爰
ニ
不
審
ガ
サ
フ
ラ
ウ
ゾ
。
陰
陽
ハ
無
心
無
智
ノ
物
ニ
テ
侍
レ
バ
、
和
合

離
散
ノ
用
自
カ
ラ
ア
ル
ベ
キ
事
ニ
非
ズ
。
サ
キ
ニ
申
ツ
ル
譬
ヘ
、
薬
種
ノ
入
タ

ル
一
ツ
ノ
櫃
ノ
フ
タ
ハ
フ
タ
、
身
ハ
身
ト
開
ク
タ
メ
ニ
モ
、
智
恵
分
別
ノ
ソ
ナ

ハ
ル
人
ノ
無
ク
ハ
、
何
ニ
ト
開
ク
ベ
キ
ゾ
。
太
極
ノ
陰
陽
合
シ
テ
無
心
無
念
ニ

シ
テ
有
リ
シ
所
、
陰
陽
ノ
二
ツ
ニ
開
ク
ル
モ
、
其
ノ
開
キ
テ
無
ク
ハ
何
ト
開
ク

ベ
キ
ゾ
。
其
ノ
上
、
彼
ノ
櫃
ノ
中
成
ル
薬
種
、
寒
熱
ノ
性
ハ
ソ
ナ
ハ
ツ
テ
有
テ

モ
、
病
ニ
ヨ
ツ
テ
方
ヲ
施
ス
ノ
人
非
レ
バ
、
自
ラ
是
モ
合
薬
ト
成
事
能
ハ
ズ
。

故
ハ
、
是
無
念
無
想
ノ
物
ナ
レ
バ
也
。 

（
一
一
六

－

七
頁
）

陰
陽
は
、
無
心
無
智
の
も
の
で
あ
る
。
和
合
離
合
は
陰
陽
が
行
う
も
の
で
は
な
い
。

薬
の
調
合
は
誰
か
が
し
な
け
れ
ば
機
能
し
な
い
。
誰
が
目
的
を
も
っ
て
そ
の
薬
を
つ

く
ら
な
い
と
薬
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
儒
教
で
は
そ
の
重
要
な
点
が
考
え
ら
れ

て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、『
太
極
図
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

　
　

此
惣
太
極
ノ
図
ナ
リ
。
中
間
ノ
虚
所
ハ
、
乃
大
道
ノ
惣
枢
、
ナ
ヲ
シ
屋
ノ
中
棟

ニ
シ
テ
、
衆
木
是
ニ
攅
ガ
如
シ
。（
中
略
）
拳
石
ハ
是
一
箇
ノ
太
極
、
将
ニ
石

砕
テ
微
塵
ト
成
則
バ
、
塵
々
各
一
太
極
ニ
シ
テ
、
皆
此
理
ニ
涵
ス
。
系
毫
モ
懸

ズ
。
噫
々
此
太
極
ハ
当
ニ
遠
ク
求
ベ
カ
ラ
ズ
。
人
心
一
念
ノ
起
ハ
便
是
一
小
太

極
ニ
シ
テ
、
便
無
辺
ノ
真
理
ヲ
具
ス
。
念
念
皆
然
。
百
性
ハ
日
ニ
用
テ
シ
ラ

ズ
。
此
故
ニ
天
地
万
物
ハ
実
ニ
是
人
心
ノ
一
念
耳
。
儒
家
ノ
所
謂
小
天
地
、
尺

家
ノ
所
謂
肉
造
化
、
則
此
是
也
。
学
者
当
ニ
是
ヲ
自
得
ス
ベ
シ
ト
見
ヘ
タ
リ
。

 

（
一
一
七

－

八
頁
）

『
太
極
図
』
の
真
ん
中
の
空
洞
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
大
道
の
惣
枢
、
す
べ
て
の
人
や

物
が
帰
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
無
辺
の
真
理
を
備
え
て
い
る
。
石
の
塊
が
砕
け

て
微
塵
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
微
塵
各
々
が
太
極
で
あ
る
。
太
極
は
遠
く
に
求
め
る
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も
の
で
は
な
い
、
人
の
心
は
一
念
お
こ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
小
太
極
で
あ
る
。
人
心
は

す
べ
て
を
そ
な
え
て
い
る
。
儒
家
の
小
天
地
、
仏
家
の
肉
造
化
、
こ
れ
と
同
じ
で
あ

る
。
こ
の
儒
者
の
説
を
ま
と
め
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

是
ヲ
以
テ
是
ヲ
案
ジ
サ
フ
ラ
ウ
ニ
、
何
様
ニ
申
セ
バ
、
儒
道
モ
畢
竟
ハ
仏
法
ト

一
ツ
成
事
ハ
申
ニ
及
ズ
、
道
者
ノ
教
ト
モ
同
ジ
様
ニ
聞
ヘ
サ
フ
ラ
ウ
。
三
教
一

致
ト
申
ナ
ラ
ハ
シ
タ
ル
ハ
実
ニ
テ
サ
フ
ラ
ウ
。 

（
一
一
九
頁
）

儒
・
仏
・
そ
し
て
道
教
も
結
局
は
同
じ
で
あ
り
、
三
教
一
致
と
言
え
る
。

　

ハ
ビ
ア
ン
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

　
　

去
バ
易
道
ノ
観
念
モ
両
儀
ニ
分
レ
タ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
一
ニ
ハ
日
月
ヲ
以
テ
明

証
ト
ス
。
故
ハ
天
地
ハ
無
明
ヨ
リ
起
レ
リ
。
無
明
ト
ハ
太
極
也
。
此
太
極
ハ
無

極
ノ
勅
ヲ
受
テ
陵
夷
ヲ
分
チ
、
雲
行
雨
施
シ
テ
万
物
ヲ
生
育
ス
。
此
群
品
ヲ
耀

サ
ン
ガ
為
ニ
、
三
光
明
白
ト
シ
テ
ア
リ
。
故
ニ
一
往
ハ
両
光
ヲ
以
テ
求
望
ノ
主

ト
ス
。
此
時
ハ
天
地
陰
陽
ヲ
太
極
ト
云
イ
、
天
道
ト
ス
ル
ノ
義
也
。

 

（
一
二
二
頁
）

易
道
で
は
、
天
地
に
分
か
れ
た
と
い
う
け
れ
ど
、
ひ
と
つ
に
は
日
月
の
存
在
を
証
拠

と
す
る
。
天
地
は
無
よ
り
生
じ
て
、
太
極
は
無
で
あ
る
。
こ
の
太
極
は
無
極
の
命
令

で
、
こ
の
世
界
を
運
行
す
る
。
こ
の
時
、
天
地
陰
陽
を
太
極
す
な
わ
ち
天
道
と
し
、

こ
の
世
界
を
動
か
す
法
則
（
太
極
＝
道
）
が
天
地
に
内
在
す
る
と
い
う
解
釈
が
あ

る
。

　
　

二
ニ
ハ
根
本
ヲ
以
テ
天
道
ト
観
ズ
ベ
シ
ト
也
。
是
即
示
ス
所
ノ
無
極
本
源
也
。

然
バ
無
極
ハ
離
々
ト
シ
テ
太
極
ノ
外
ニ
尊
ク
、
太
極
ハ
環
々
ト
シ
テ
無
極
ノ
掌

ニ
磨
レ
タ
リ
ト
云
フ
。 

（
一
二
三
頁
）

も
う
ひ
と
つ
は
、
天
道
を
根
本
と
し
て
見
る
と
、
こ
れ
は
無
極
の
本
源
で
あ
る
。
無

極
は
太
極
の
外
に
あ
っ
て
意
義
が
あ
り
、
太
極
は
無
極
の
手
の
中
に
あ
る
。

　
　

然
時
ハ
、
此
天
地
陰
陽
ヲ
合
セ
テ
太
極
ト
モ
天
道
ト
モ
見
ル
ト
、
又
天
地
ノ
外

ノ
ナ
ニ
モ
ナ
キ
所
ヲ
無
極
ノ
天
道
ト
見
ル
ト
ノ
二
ツ
ガ
、
易
道
ニ
モ
有
ト
聞
テ

サ
ブ
ラ
フ
。 

（
一
二
三
頁
）

天
地
陰
陽
を
合
わ
せ
て
太
極
＝
天
道
が
そ
こ
に
内
在
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
天
地

の
外
に
無
極
す
な
わ
ち
天
道
が
あ
っ
て
こ
の
世
界
を
動
か
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
、

易
に
は
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
の
解
釈
に
お
い
て
も
不
十
分
性
を
ま

ぬ
が
れ
え
な
い
と
ハ
ビ
ア
ン
は
評
価
す
る
。

　
　

何
レ
ニ
シ
テ
モ
、
有
智
有
徳
ノ
能
造
ノ
主
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ザ
レ
バ
、
フ
ミ
ト
ム

ル
所
ナ
ク
シ
テ
、
一
途
落
居
ナ
シ
。
一
体
ノ
作
者
、
天
地
万
像
ニ
ハ
ナ
ク
テ
叶

ハ
ヌ
コ
ト
ヲ
ハ
キ
マ
ヘ
玉
ヘ
。 

（
一
二
三
頁
）

結
局
、
有
智
有
徳
の
能
造
主
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
踏
み
と
ど
ま
る
と
こ

ろ
を
し
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
お
ち
つ
く
所
が
な
い
。
ハ
ビ
ア
ン
は
、
創
造
主
の
設
定
が

朱
子
学
に
根
本
的
に
欠
如
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
世
界
に
お
け
る
神
の
意
志
の
貫

徹
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
論
理
と
、
朱
子
学
的
理
の
論
理
に
共
通
点
を
見
い
だ
し
評

価
す
る
。

　

そ
れ
で
も
、
ハ
ビ
ア
ン
は
、
創
造
主
を
設
定
し
な
い
儒
教
の
言
説
に
納
得
が
い
か

ず
、
儒
教
の
中
に
創
造
主
に
相
当
す
る
概
念
が
な
い
か
を
探
る
。
非
キ
リ
シ
タ
ン
の

妙
秀
が
、
次
の
質
問
を
す
る
。
儒
教
の
鬼
神
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　

イ
ヤ
天
地
陰
陽
ハ
無
心
無
智
ノ
物
ナ
レ
バ
、
独
リ
己
レ
ト
和
合
シ
テ
、
物
ト
ナ

ル
コ
ト
叶
ベ
カ
ラ
ズ
ト
宣
フ
ハ
、
儒
道
ニ
云
フ
ナ
ル
鬼
神
ノ
霊
徳
ヲ
知
リ
玉
ハ

ヌ
故
也
。
中
庸
ト
ヤ
ラ
ン
ニ
ア
ル
ト
申
サ
レ
シ
、
孔
子
、
鬼
神
ヲ
ホ
メ
テ
、

「
鬼
神
之
為
㍾徳
、
其
盛
矣
乎
」
ト
云
フ
ハ
、
此
徳
用
ニ
テ
万
物
ノ
造
化
ハ
ア
ル

ゾ
ト
云
フ
儀
也
。
是
ヲ
バ
心
得
玉
ハ
ズ
ヤ
。 

（
一
二
三
頁
）

こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
儒
教
の
鬼
神
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
天
地
陰
陽
の
外
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に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
創
造
主
に
相
当
す
る
概
念
な
の
か
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
キ

リ
ス
ト
教
の
創
造
主
的
な
神
概
念
に
相
当
す
る
も
の
が
儒
教
に
あ
る
の
か
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
幽
貞
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　
　

サ
テ
ハ
御
身
ハ
、
鬼
神
ト
云
フ
物
ハ
天
地
陰
陽
ノ
外
ニ
別
ニ
ア
リ
テ
、
其
ヨ
リ

天
地
モ
開
ケ
万
物
ノ
造
化
モ
ア
ル
ト
心
得
玉
ヤ
。
其
ハ
ヒ
ガ
事
ニ
テ
侍
。

 

（
一
二
三
頁
）

幽
貞
は
、
鬼
神
と
い
う
の
が
天
地
の
外
に
別
に
あ
っ
て
、
創
造
主
の
よ
う
に
天
地
を

造
っ
た
と
考
え
た
る
の
は
間
違
え
た
解
釈
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
幽
貞

は
こ
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　
　

然
バ
鬼
神
ト
云
フ
物
ガ
ア
リ
テ
、
其
カ
ラ
造
作
シ
タ
ル
天
地
ト
云
フ
ニ
モ
非

ズ
。
鬼
神
ハ
天
地
ノ
効
用
ト
云
フ
ハ
、
天
地
陰
陽
ヨ
リ
出
タ
ル
用
ヲ
鬼
神
ト
云

フ
ナ
レ
バ
、
鬼
神
ノ
元
ハ
天
地
陰
陽
ナ
リ
。
然
ラ
バ
此
天
地
陰
陽
ハ
イ
ズ
ク
ヨ

リ
出
来
シ
タ
ル
ゾ
。
天
地
ノ
功
用
ト
ハ
、
寒
暑
ノ
往
来
、
四
時
八
節
ノ
ウ
ツ
リ

替
ル
コ
ト
ナ
ド
ヲ
云
フ
也
。
至
テ
伸
物
ヲ
神
ト
シ
、
反
テ
帰
ス
ル
者
ヲ
鬼
ト
云

フ
。
去
バ
朱
子
、
別
ノ
所
ニ
ハ
、「
陰
陽
ノ
端
ハ
動
静
ノ
機
ノ
ミ
」
ト
云
ヘ

バ
、
動
ス
ル
ハ
陽
ニ
シ
テ
神
、
静
ス
ル
ハ
陰
ニ
シ
テ
鬼
也
。
陰
陽
ヲ
ハ
ナ
レ
テ

ア
ル
鬼
神
ニ
非
ズ
。
此
鬼
神
ノ
根
源
ナ
ル
陰
陽
ハ
誰
ガ
ナ
ス
所
ゾ
。
キ
リ
シ
タ

ン
ニ
ハ
、
此
天
地
陰
陽
ノ
作
者
一
体
在
マ
ス
コ
ト
ヲ
談
ゼ
ラ
レ
サ
フ
ラ
フ
ハ
、

是
理
リ
ニ
テ
侍
ラ
ズ
ヤ
。 

（
一
二
三

－

四
頁
）

鬼
神
は
、
天
地
の
功
用
の
こ
と
で
あ
り
、
天
地
陰
陽
に
付
随
し
た
概
念
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
天
地
の
う
ご
き
が
鬼
神
で
あ
る
。
こ
こ
で
幽
貞
は
、
次
の
よ
う
に
朱
子
の

言
葉
を
か
り
て
説
明
し
て
い
る
。
動
ず
る
は
陽
に
し
て
神
、
静
す
る
は
陰
に
し
て
鬼

で
あ
る
。
朱
子
に
よ
れ
ば
鬼
神
は
陰
陽
を
は
な
れ
て
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

創
造
主
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
く
、
陰
陽
と
い
う
気
の
世
界
に
属
す
る
概
念
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
鬼
神
の
根
源
を
な
し
て
い
る
陰
陽
を
い
っ
た
い
誰
が
造
る
の
だ
ろ
う

か
、
儒
教
は
そ
れ
に
対
す
る
答
え
を
欠
い
て
い
る
、
そ
れ
に
対
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
は

こ
の
答
え
を
も
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ハ
ビ
ア
ン
は
、
儒
教
に
お
い
て
、
創
造
主
に
相
当
す
る
概
念
が
あ
る
の

か
ど
う
か
を
探
る
。
非
キ
リ
シ
タ
ン
の
妙
秀
が
、
儒
教
の
魂
魄
に
つ
い
て
質
問
す

る
。

　
　

実
モ
、
ハ
ヤ
儒
道
ニ
ハ
、
万
物
ノ
根
ノ
源
ヲ
天
地
陰
陽
ト
見
サ
フ
ラ
ヘ
バ
、
鬼

神
モ
其
用
也
。
然
ニ
キ
リ
シ
タ
ン
ニ
ハ
、
其
天
地
陰
陽
モ
自
ラ
有
物
ニ
非
ズ
ト

宣
フ
ハ
、
理
リ
ニ
テ
ヲ
ハ
ス
ル
也
。
サ
テ
又
儒
道
ニ
、
魂
魄
ノ
沙
汰
ヲ
セ
ラ
レ

サ
フ
ラ
フ
ガ
、
御
身
ハ
此
事
ヲ
バ
何
ト
聞
玉
フ
ヤ
。 

（
一
二
四
頁
）

儒
教
は
、
創
造
主
を
設
定
せ
ず
に
天
地
陰
陽
を
自
ず
か
ら
あ
る
も
の
と
す
る
。
鬼
神

も
天
地
陰
陽
の
功
用
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
創
造
主
と
い
う
概
念
で
は
な
い
。
そ
れ
に

対
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
天
地
陰
陽
が
自
ず
か
ら
あ
る
も
の
で
は
な
い
（
創
造
主
の

創
造
物
）
と
い
う
が
そ
の
説
に
は
理
が
あ
る
と
思
う
と
妙
秀
は
述
べ
る
。
と
こ
ろ

で
、
儒
教
に
魂
魄
と
い
う
概
念
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
魂
魄
と
い
う
の
が
創
造
主
に

あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
幽
貞
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　
　

其
モ
鬼
神
ト
云
フ
ニ
同
ジ
事
ト
聞
侍
。
朱
子
大
全
ニ
モ
、「
精
聚
則
魄
聚
リ
、

気
聚
ル
ト
キ
ン
バ
魂
聚
ル
。
茲
ヲ
以
テ
人
物
ト
成
テ
体
ヲ
安
。
精
竭
魂
降
ス
ル

ト
キ
ン
バ
、
気
散
ジ
魂
遊
シ
テ
行
ズ
ト
云
フ
所
ナ
シ
。
降
ス
レ
バ
屈
シ
テ
形
チ

ナ
シ
。
故
ニ
是
ヲ
鬼
ト
云
イ
、
遊
ス
レ
バ
伸
ニ
シ
テ
測
レ
ズ
。
故
ニ
是
ヲ
神
ト

云
フ
」
ト
ア
レ
バ
、
是
モ
鬼
神
ト
同
ク
、
二
気
ノ
良
能
ニ
テ
サ
フ
ラ
フ
ゾ
。

 

（
一
二
四
頁
）

魂
魄
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
鬼
神
と
同
じ
概
念
で
あ
る
。
幽
貞
は
、
魂
魄
も
鬼
神
と
同

220



─　  （　）─74

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
五
〇
号

じ
よ
う
に
二
気
の
良
能
で
あ
る
と
い
う
『
朱
子
大
全
』
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
儒

者
は
、
死
後
の
世
界
、
魂
の
行
方
の
有
無
を
論
じ
る
け
れ
ど
、
儒
教
の
論
理
に
お
い

て
は
、
先
祖
を
祭
る
こ
と
は
、
天
地
を
祭
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
幽
貞

は
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

　
　

儒
者
ハ
後
生
ノ
有
無
ヲ
バ
論
ゼ
ザ
レ
ド
モ
、
先
祖
ノ
神
ヲ
祭
ル
モ
、
是
皆
極
メ

テ
ハ
天
地
陰
陽
ヲ
祭
ル
心
ロ
也
。
朱
子
、「
夫
子
ノ
宰
我
ニ
答
シ
鬼
神
ノ
説

ヲ
、
甚
好
」
ト
替
タ
ル
モ
是
ニ
テ
侍
。
気
者
神
ノ
盛
ナ
リ
、
魄
者
ハ
鬼
ノ
盛
ナ

ル
也
。
人
死
ル
時
、
魂
ハ
天
ニ
帰
シ
、
精
魄
ハ
地
ニ
帰
ス
。
此
故
ニ
古
人
ニ
祭

礼
ニ
燎
ヲ
タ
イ
テ
以
テ
陽
ニ
本
メ
、
灌
イ
デ
以
テ
陰
ニ
モ
ト
ム
ト
云
ヘ
リ
。
畢

竟
天
地
陰
陽
ヲ
、
人
物
ノ
始
終
本
末
ト
モ
見
ル
ヨ
リ
外
ノ
事
ハ
サ
ブ
ラ
ハ
ズ
。

 

（
一
二
四
頁
）

朱
子
は
、
孔
子
の
説
を
ほ
め
て
、
気
は
神
の
盛
、
魄
は
鬼
の
盛
、
人
は
死
ぬ
と
き
、

魂
は
天
に
か
え
り
、
魄
は
地
に
帰
す
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
儒
者
の
論
理
で
は
、
天
地

陰
陽
を
人
物
の
は
じ
ま
り
と
み
る
よ
り
他
に
な
い
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
儒
教
は
、
創
造
主
が
世
界
を
作
っ
た
と
い
う
議
論
を
も
た
ず
、
天
地
が
そ

の
ま
ま
あ
っ
た
と
い
う
論
理
を
繰
り
返
す
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
魂
魄
は
も

ち
ろ
ん
、
創
造
主
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
概
念
で
は
な
い
。
や
は
り
儒
教
は
、
こ

の
世
界
の
始
ま
り
を
設
定
す
る
と
い
う
論
理
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
非
キ
リ
シ
タ
ン
の
妙
秀
は
、
儒
教
に
お
い
て
、
創
造
主
の
概
念
が
欠
如

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
さ
ぐ
る
。

　
　

誠
ニ
御
申
候
ヤ
ウ
ニ
、
有
智
有
徳
ノ
作
者
一
体
ナ
ク
テ
ハ
叶
ハ
ヌ
コ
ト
ニ
テ

侍
。
然
バ
又
儒
者
ノ
説
ニ
テ
サ
フ
ラ
フ
ガ
、
盤
古
王
ト
申
ハ
天
地
ノ
主
ト
ヤ
申

ベ
キ
。 

（
一
二
七
頁
）

儒
者
に
は
、
盤
古
王
が
天
地
の
主
と
い
う
よ
う
な
言
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い

こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
が
創
造
主
に
相
当
す
る
概
念
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
対
し
て
幽
貞
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　
　

其
事
ニ
テ
侍
。
盤
古
王
ト
申
事
モ
、
通
鑑
要
略
ナ
ド
卒
度
ノ
セ
タ
ル
ト
ヤ
ラ
ン

聞
キ
テ
サ
フ
ラ
フ
ガ
、
其
ハ
儒
者
ナ
ド
ノ
実
ニ
用
イ
ル
沙
汰
ニ
テ
ハ
サ
ブ
ラ
ハ

ズ
。
儒
者
ハ
右
ニ
申
タ
ル
太
極
陰
陽
ノ
沙
汰
ヲ
コ
ソ
真
実
ニ
シ
サ
フ
ラ
ヘ
。
盤

古
王
ガ
天
地
ノ
主
ナ
ド
申
義
ハ
努
々
サ
ブ
ラ
ハ
ズ
。
皆
其
レ
ハ
ヲ
サ
キ
ガ
マ
シ

キ
事
ニ
テ
候
。
彼
要
略
ニ
、「
渾
沌
ノ
初
ハ
其
状
卵
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
日
夜
一

周
左
旋
、
天
ハ
卵
ノ
白
キ
ガ
如
ク
、
地
ハ
卵
ノ
黄
ナ
ル
ガ
如
ク
ニ
シ
テ
、
中
ニ

升
降
ス
。
天
地
始
テ
分
レ
、
陽
気
ノ
軽
清
ハ
ノ
ボ
リ
浮
テ
天
ト
ナ
リ
、
陰
気
ノ

重
濁
ハ
下
凝
テ
地
ト
ナ
ル
。
盤
古
、
其
中
ニ
生
ジ
テ
人
極
ヲ
立
。
在
位
八
万
四

千
年
」
ト
云
ヘ
リ
。
然
バ
ハ
ヤ
此
理
リ
ニ
テ
モ
、
盤
古
ハ
天
地
ヲ
造
リ
タ
ル
物

ニ
ハ
非
ザ
ル
コ
ト
明
ニ
サ
フ
ラ
フ
ゾ
。
去
バ
天
地
ヲ
造
リ
タ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
デ
、

唯
鶏
子
鶏
卵
ノ
間
ヨ
リ
開
ケ
出
タ
ル
物
ナ
ラ
バ
、
コ
キ
ヤ
カ
ウ
ト
ナ
キ
タ
リ
ト

書
ヌ
バ
カ
リ
ガ
不
足
ニ
テ
サ
フ
ラ
フ
。
去
ド
モ
此
不
足
ヲ
バ
、
又
在
位
八
万
四

千
年
ト
云
ヘ
ル
ニ
テ
タ
シ
テ
侍
。
ア
ラ
ナ
ガ
ノ
命
ヤ
ザ
フ
ラ
フ
。
是
ハ
云
フ
ニ

タ
ラ
ヌ
事
、
事
ヲ
カ
シ
キ
沙
汰
ナ
レ
バ
、
本
ノ
儒
者
ハ
カ
ヤ
ウ
ノ
事
ヲ
バ
申
サ

ズ
。
日
本
ノ
神
代
ノ
沙
汰
ニ
似
タ
ル
事
ニ
テ
侍
ゾ
。
書
ニ
ア
レ
バ
ト
テ
マ
コ
ト

丶
思
イ
玉
フ
ナ
。 

（
一
二
七

－

八
頁
）

幽
貞
に
よ
れ
ば
、
盤
古
王
と
い
う
の
は
、『
通
鑑
要
略
』
な
ど
に
出
て
く
る
言
説
で

あ
り
、
儒
教
の
経
書
に
登
場
す
る
も
の
で
は
な
い
。
儒
教
本
来
の
宇
宙
論
に
お
い
て

は
、
太
極
陰
陽
と
い
う
概
念
を
用
い
て
論
理
を
構
成
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

『
通
鑑
要
略
』
の
論
は
、
儒
教
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
神
道
の
天
地
開
闢
論
に
通
じ

る
も
の
で
あ
る
。
神
道
に
お
い
て
は
、
卵
状
の
渾
沌
か
ら
自
ず
か
ら
天
地
が
分
か
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
盤
古
王
や
創
造
主
的
神
が
創
造
し
た
も
の
で
は
な
い
。
神
道
の
宇
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朱
子
学
思
想
と
西
洋
思
想
と
の
邂
逅
（
下
川
）

宙
論
で
は
、
天
地
は
自
ず
か
ら
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
論
理
は
儒
教

と
同
一
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
創
造
主
の
議
論
を
持
た
な
い
が
ゆ
え
に
不
十
分
な

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
盤
古
王
は
、
も
ち
ろ
ん
創
造
主
に
類
似
す
る
概
念
で

は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
や
は
り
ハ
ビ
ア
ン
の
評
価
に
お
い
て
は
、
儒
教
に
は
創
造

主
の
論
理
が
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
地
陰
陽
を
貫
く
太
極
す
な
わ
ち
理
、
そ

れ
が
人
間
に
内
在
す
れ
ば
性
と
な
る
と
い
う
儒
教
の
議
論
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然

法
思
想
に
連
な
る
と
ハ
ビ
ア
ン
は
儒
教
や
朱
子
学
を
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

２
、
中
江
兆
民
に
お
け
る
儒
教
思
想
と
西
洋
近
代
政
治
思
想

　

明
治
期
に
西
洋
の
民
主
主
義
思
想
、
権
利
の
思
想
を
受
け
入
れ
日
本
に
広
め
た
中

江
兆
民
は
、
朱
子
学
の
語
彙
や
概
念
を
用
い
そ
れ
を
広
め
よ
う
と
し
）
3
（
た
。
も
ち
ろ
ん

当
時
の
日
本
人
に
な
じ
み
が
あ
る
が
ゆ
え
に
用
い
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
が
、
そ
の

思
想
の
本
質
的
類
似
性
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
と
い
う
点
も
み
の
が
せ
な
い
。

　

井
上
厚
史
は
、
論
文
「
中
江
兆
民
と
儒
教
思
想
│
「
自
由
権
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ

て
）
4
（
│
」
の
中
で
、
兆
民
が
朱
子
学
の
天
・
天
理
・
天
命
な
ど
の
用
語
を
使
っ
て
ル

ソ
ー
の
文
章
を
翻
訳
し
た
の
は
、
当
時
の
人
々
に
ル
ソ
ー
の
自
由
の
権
利
の
先
天
性

を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　
　
　

な
ぜ
な
ら
、「
天
命
の
自
由
」
は
、「
自
由
の
性
」
を
導
く
た
め
に
ど
う
し
て

も
必
要
な
概
念
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

兆
民
は
、「
自
由
の
性
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　

夫
レ
人
々
自
ラ
意
ヲ
創
シ
思
ヲ
運
シ
以
テ
発
見
ス
ル
有
ラ
ン
ト
欲
シ
以
テ

利
益
ス
ル
有
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
此
レ
モ
亦
以
テ
人
心
自
由
ノ
性
有
ル
ノ
明
証

ト
為
ス
可
キ
ナ
リ
仲
尼
性
ヲ
言
ハ
ズ
ト
雖
モ
其
曾
参
ニ
詔
グ
ル
ヤ
曰
ク
吾

道
一
以
テ
之
ヲ
貫
ス
ト
夫
レ
一
心
ニ
シ
テ
能
ク
万
事
ニ
応
ズ
此
レ
仲
尼
人

心
ヲ
以
テ
自
由
ノ
性
有
リ
ト
為
ス
ナ
リ

　
　
　

人
々
が
な
ぜ
自
ら
創
意
工
夫
し
、
思
案
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
し
て
何
か
を
発
見

し
て
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
か
を
見
れ
ば
、
人
間
の
心
に
は
「
自
由
ノ
性
」
が

有
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
孔
子
（
仲
尼
）
は
直
接
「
性
」
を

言
わ
な
か
っ
た
が
「
吾
道
一
以
テ
之
ヲ
貫
ス
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
、
兆
民

は
「
一
心
ニ
シ
テ
能
ク
万
事
ニ
応
ズ
」
と
解
釈
し
、
孔
子
も
人
間
の
心
に
「
自

由
ノ
性
」
が
有
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
さ
さ

か
強
弁
と
い
う
べ
き
説
明
だ
が
、
し
か
し
孔
子
を
引
き
合
い
に
出
し
て
ま
で
も

証
明
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、
人
間
に
は
「
自
由
」
の
権
利
が
本
来
的
に
備
わ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
導
く
た
め
に
、
兆
民
は
朱
子
学
の

「
性
」
＝
「
天
命
」
概
念
を
援
用
し
、
自
由
の
権
利
の
先
天
性
を
強
調
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
自
由
ノ
性
」
へ
の
言
及
も
、
や
は
り

「
天
命
」
同
様
、
兆
民
の
啓
蒙
的
戦
略
の
産
物
と
み
な
す
べ
き
で
あ
り
、
決
し

て
朱
子
学
的
自
然
法
思
想
の
素
朴
な
表
出
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
「
天
命
」
や
「
性
」
へ
の
言
及
は
、
兆
民
の
原
始
儒
教
や
朱
子
学
へ
の
志
向

性
を
物
語
る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
し
て
当
時
の
日
本
人
に
自
由
権
の
保
有
を

理
解
さ
せ
、
さ
ら
に
「
民
約
」
へ
と
導
く
か
に
奮
闘
し
た
兆
民
の
概
念
操
作
に

お
け
る
格
闘
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
井
上
、
一
三
五

－

六
頁
）

兆
民
は
、
ル
ソ
ー
に
お
け
る
自
由
の
権
利
の
先
天
性
を
、
当
時
の
日
本
人
が
感
覚
的

に
理
解
で
き
る
よ
う
に
敢
え
て
朱
子
学
の
用
語
を
駆
使
し
た
。
井
上
は
、
兆
民
が
西

洋
の
天
賦
人
権
論
と
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
契
約
説
（
ル
ソ
ー
）
を
正
確
に
理
解
し
て

お
り
、
そ
れ
を
日
本
に
広
め
る
た
め
概
念
が
異
な
る
が
親
和
性
の
あ
る
朱
子
学
の
用
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語
を
敢
え
て
用
い
た
と
す
る
。
朱
子
学
が
、
近
代
思
想
の
受
容
を
容
易
に
し
た
と
言

え
る
。

　

中
江
兆
民
が
、
朱
子
学
の
語
彙
や
概
念
を
用
い
た
の
は
、
当
時
の
日
本
人
に
な
じ

み
が
あ
る
が
ゆ
え
の
戦
略
と
い
う
側
面
も
あ
る
が
、
思
想
の
本
質
的
類
似
性
が
ゆ
え

と
い
う
点
も
み
の
が
せ
な
い
。
朱
子
学
的
理
の
思
想
の
深
ま
り
が
、
日
本
に
お
け
る

近
代
思
想
の
受
容
を
準
備
し
た
と
言
え
る
。

　

井
上
も
兆
民
を
通
じ
て
見
た
ル
ソ
ー
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

兆
民
は
、「
民
約
」
の
必
要
性
を
導
き
出
す
た
め
に
、「
天
命
の
自
由
」
を

「
奪
有
の
権
」「
先
有
の
権
」
と
定
義
し
、
こ
の
権
利
は
権
力
と
と
も
に
消
滅
す

る
（「
力
と
倶
に
〔
生
ま
れ
、
亦
た
力
と
倶
に
〕
亡
ぶ
」）
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
人
義
の
自
由
」
は
「
保
有
の
権
」
と
定
義
さ
れ
、

「
文
書
」
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
、
権
力
と
と
も
に
生
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
兆
民
が
「
天
命
」
と
い
う
用
語
を
採
用
し
た
背
景

に
は
、
自
由
権
を
決
し
て
放
棄
し
て
は
ら
な
い
（「
固
よ
り
天
命
の
容
れ
ざ
る

所
」）
が
、「
民
約
」
が
ひ
と
た
び
成
立
し
た
な
ら
ば
、
す
み
や
か
に
「
人
義
の

自
由
」
に
移
行
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
「
自
由
を
棄
つ
る
の
正
道
」
で

あ
る
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。 

（
井
上
、
一
三
四
頁
）

ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
論
に
お
い
て
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
自
由
権
が
、
契
約
に
よ
っ

て
「
人
義
の
自
由
」
に
書
き
か
え
ら
れ
る
、
契
約
の
際
に
天
賦
の
権
利
は
一
旦
放
棄

さ
れ
て
、
契
約
に
よ
っ
て
ふ
た
た
び
保
証
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
兆
民
で
は
な
く
ル

ソ
ー
自
身
の
思
想
の
問
題
点
が
見
え
る
。
ル
ソ
ー
に
お
い
て
権
利
は
手
放
す
こ
と
が

で
き
て
不
可
侵
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
ル
ソ
ー
の
思
想
を
兆
民
は
受
容
し

た
。
井
上
に
よ
れ
は
、
兆
民
の
「
天
命
」
や
「
性
」
へ
の
言
及
は
、
兆
民
の
儒
教
へ

の
志
向
性
を
物
語
る
の
も
の
で
は
な
く
、
い
か
に
し
て
当
時
の
日
本
人
に
自
由
権
の

保
有
を
理
解
さ
せ
、「
民
約
」
へ
と
導
く
概
念
操
作
で
あ
る
（
一
三
六
頁
）。

　

近
代
思
想
と
は
、
権
利
の
先
天
性
を
前
提
に
こ
の
権
利
を
守
る
た
め
に
政
府
を
作

り
、
権
利
を
侵
害
す
る
政
府
を
人
々
が
改
廃
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
丸
山
真
男
は
、
権
利
が
絶
対
君
主
（
あ
る
い
は
議
会
）
が
作
る
法
律
に
よ
っ
て

始
め
て
定
め
ら
れ
、
そ
の
法
律
を
作
る
君
主
を
人
々
が
批
判
も
更
迭
も
で
き
な
い
と

い
う
ホ
ッ
ブ
ズ
に
近
代
性
を
認
め
た
。
そ
の
よ
う
な
丸
山
の
認
識
は
妥
当
で
は
な

い
。
い
か
な
る
状
況
で
も
奪
わ
れ
る
こ
と
な
い
天
賦
の
権
利
を
認
め
る
ロ
ッ
ク
の
思

想
に
こ
そ
真
の
近
代
性
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
は
そ
の
よ
う
な
天
与
の

自
由
の
権
利
を
、
い
っ
た
ん
契
約
の
際
に
譲
り
渡
し
、
再
び
そ
の
契
約
に
よ
っ
て
認

め
な
お
す
と
す
る
。
ル
ソ
ー
は
、
権
利
よ
り
も
共
同
体
の
契
約
に
重
き
を
置
く
。

　

ル
ソ
ー
の
権
利
の
思
想
の
不
十
分
さ
が
、
そ
の
ま
ま
兆
民
に
受
容
さ
れ
て
い
る
。

主
体
的
な
契
約
に
基
づ
く
「
自
治
」
が
君
主
や
官
に
よ
る
支
配
を
簡
単
に
認
め
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
を
兆
民
は
お
そ
れ
た
と
あ
る
。
井
上
は
、
前
掲
論
文
で
、
兆

民
の
ル
ソ
ー
理
解
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

兆
民
が
も
っ
と
も
恐
れ
て
い
た
の
は
、
人
民
が
「
自
由
権
」
を
知
る
こ
と
も

な
く
、
封
建
的
な
〈
官
に
よ
る
抑
制
〉
が
明
治
維
新
以
降
の
日
本
近
代
社
会
に

お
い
て
引
き
継
が
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
啓
蒙
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
人
間
が
本
来
自
由
権
を
保
有
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
次
に
は

そ
の
自
由
権
を
制
限
し
な
が
ら
、「
民
約
」
を
成
立
さ
せ
、
人
民
に
よ
る
「
自

治
」
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
啓
蒙
的
戦
略
と
し

て
、
朱
子
学
的
な
「
天
命
」
や
「
天
理
」「
性
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
合
理
的

で
あ
り
、
か
つ
説
得
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
兆
民
の
テ
キ
ス
ト
に
は
朱
子

学
的
概
念
が
頻
出
す
る
の
で
あ
る
。 

（
一
三
六
頁
）

井
上
は
、
兆
民
が
、
み
ず
か
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
「
民
約
」
し
た
契
約
と
い
う
ル
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朱
子
学
思
想
と
西
洋
思
想
と
の
邂
逅
（
下
川
）

ソ
ー
の
論
理
を
、
日
本
に
お
い
て
官
の
支
配
に
す
り
か
え
ら
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
、

そ
れ
を
回
避
す
る
こ
と
に
腐
心
し
た
過
程
を
示
し
、
そ
の
努
力
に
兆
民
の
思
想
的
意

義
を
認
め
よ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
、
く
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
近
代
性
と
は
、
契
約
か
作
為
か
と
い
う
問

題
で
は
な
く
、
権
利
の
先
天
性
、
お
よ
び
権
利
を
守
る
た
め
に
契
約
に
よ
っ
て
作
為

さ
れ
た
政
府
を
国
民
が
批
判
し
改
廃
で
き
る
と
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ル
ソ
ー
は
、
い
っ
た
ん
契
約
で
成
立
し
た
政
府
が
権
利
を
認
め
な
お
す
と
す

る
。
権
利
を
作
る
政
府
を
超
越
す
る
も
の
が
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
政
府
の
暴

走
を
止
め
る
論
理
が
弱
い
。
契
約
に
よ
っ
て
一
旦
権
利
を
譲
り
渡
し
、
改
め
て
契
約

に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
権
利
な
の
で
、
権
利
の
論
理
が
契
約
を
超
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
兆
民
だ
け
で
な
く
ル
ソ
ー
自
身
に
も
近
代
性
が
不
十

分
な
の
で
は
な
い
か
。

　

ル
ソ
ー
は
、
よ
り
よ
き
権
利
を
保
障
し
て
く
れ
る
は
ず
の
契
約
に
よ
っ
て
生
じ
た

国
家
が
、
そ
の
共
同
体
を
保
持
す
る
た
め
に
、
当
事
者
へ
死
を
命
じ
る
場
合
に
お
い

て
も
、
い
ま
ま
で
共
同
体
か
ら
得
た
恩
恵
を
考
え
れ
ば
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

　
　
　

社
会
契
約
は
、
契
約
当
事
者
の
保
存
を
目
的
と
す
る
。
目
的
を
欲
す
る
も
の

は
ま
た
手
段
を
も
欲
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
手
段
は
い
く
ら
か
の
危
険
、
さ

ら
に
は
若
干
の
損
害
と
切
り
は
な
し
え
な
い
。
他
人
の
犠
牲
に
お
い
て
自
分
の

生
命
を
保
存
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
ま
た
他
人
の
た
め
に

そ
の
生
命
を
投
げ
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
市
民
は
、
法
に
よ
っ
て
危
険

に
身
を
さ
ら
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
と
き
、
そ
の
危
険
に
つ
い
て
も
は
や
云
々

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
統
治
者
が
市
民
に
向
っ
て
「
お
前
の
死
ぬ
こ

と
が
国
家
に
役
立
つ
の
だ
と
」
と
い
う
と
き
、
市
民
は
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
条
件
に
よ
っ
て
の
み
彼
は
今
日
ま
で
安
全
に
生
き
て
来
た
の
で

あ
り
、
ま
た
彼
の
生
命
は
た
ん
に
自
然
の
恵
み
だ
け
で
は
も
は
や
な
く
、
国
家

か
ら
の
条
件
つ
き
の
贈
物
な
の
だ
か
ら
。 

（
五
四（
５
）頁）

ロ
ッ
ク
は
、
国
家
権
力
が
正
当
性
を
各
人
の
生
命
権
を
始
め
と
す
る
権
利
を
保
護
し

て
く
れ
る
か
否
か
に
求
め
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
委
託
し
て
い
た
権
力
を
取
り
返

し
、
政
府
を
改
廃
で
き
る
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ル
ソ
ー
は
、
主
権
者
が
た
と

え
死
を
命
じ
て
も
、
そ
れ
が
人
民
の
意
志
、
一
般
意
志
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
批
判
す
る

方
法
を
も
た
な
い
。
ル
ソ
ー
は
社
会
契
約
に
よ
っ
て
共
同
体
に
譲
り
渡
す
権
利
は
部

分
的
な
も
の
と
も
す
る
が
、
共
同
体
に
と
っ
て
そ
の
構
成
員
の
死
が
全
体
の
利
益
に

な
る
と
す
れ
ば
、
譲
り
渡
す
も
の
の
中
に
彼
の
生
命
権
を
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ル
ソ
ー
の
思
想
は
、
自
然
に
備
わ
っ
た
権
利
を
認
め
る
点
で
は
ロ
ッ
ク
の
権
利
概

念
に
近
い
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
権
利
を
い
っ
た
ん
契

約
に
際
し
て
手
放
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
権
利
の
不
可
侵
性
を
認
め
な

い
点
が
脆
弱
で
あ
る
。

　

井
上
厚
史
は
、
兆
民
が
朱
子
学
の
「
天
命
の
性
」
の
用
語
や
論
理
を
駆
使
し
て
ル

ソ
ー
に
お
い
て
社
会
契
約
以
前
に
備
わ
っ
て
い
た
権
利
（
そ
れ
は
ル
ソ
ー
に
お
い
て

契
約
で
手
放
す
も
の
で
あ
る
）
を
、
当
時
の
日
本
人
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う

と
し
た
努
力
を
明
ら
か
に
し
た
。
井
上
は
、
兆
民
が
戦
略
的
に
儒
教
の
用
語
を
使
っ

て
表
現
し
た
契
約
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
人
義
の
自
由
」
を
評
価
す
る
が
、
む
し
ろ
こ

れ
ま
で
の
考
察
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
の
は
、
朱
子
学
の
「
天
命
の
性
」
の
思
想
こ

そ
、
ロ
ッ
ク
的
な
近
代
の
人
権
論
│
│
そ
の
先
天
性
と
不
可
侵
性
に
お
い
て
│
│
と

親
和
性
が
あ
り
、
兆
民
が
腐
心
し
て
日
本
に
紹
介
し
た
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
論
の
う

ち
、
権
利
の
先
見
性
よ
り
も
、
契
約
を
重
ん
じ
る
議
論
は
、
む
し
ろ
近
代
の
論
理
か

ら
遠
ざ
か
る
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
権
利
の
先
見
性
を
、
朱
子
学
的
「
性
」
の
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〇
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議
論
を
用
い
て
議
論
し
た
。
朱
子
学
的
論
理
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
西
洋

の
近
代
思
想
の
受
容
を
用
意
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ（
６
）る。

し
か
し
、
朱
子
学
的
性

の
議
論
と
、
西
洋
の
権
利
の
思
想
、
そ
の
前
提
と
な
る
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
の
議

論
と
の
邂
逅
は
近
世
以
前
の
日
本
に
す
で
に
あ
り
、
思
想
史
上
的
な
契
機
と
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

お 

わ 

り 

に

　

朱
子
学
に
お
け
る
理
は
、
人
間
に
内
在
す
れ
ば
性
と
な
り
、
そ
れ
は
絶
対
的
に
善

で
あ
る
。
本
来
人
間
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
善
な
る
性
質
は
時
に
気
稟
に
よ
っ
て
曇
ら

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
気
稟
を
ぬ
ぐ
い
、
本
然
の
性
を
回
復
す
れ
ば
、
誰
で
も
聖
人

に
な
れ
る
。
そ
の
意
味
で
人
は
尊
厳
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
。

　

仏
教
的
思
惟
か
ら
の
脱
却
と
、
朱
子
学
的
理
の
深
化
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
流
入

も
契
機
と
な
っ
た
と
言
え
る
。
ハ
ビ
ア
ン
の
『
妙
貞
問
答
』
は
、
朱
子
学
に
は
創
造

主
の
設
定
が
欠
如
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
世
界
に
神
の
意
志
の
貫
徹
を
見
る
キ
リ
ス

ト
教
的
自
然
法
思
想
と
、
朱
子
学
的
理
の
論
理
に
共
通
点
を
見
い
だ
す
。
神
の
創
造

物
で
あ
る
人
間
の
か
け
が
え
の
な
さ
が
、
近
代
的
人
権
論
の
根
拠
で
あ
る
。
人
権
論

の
前
提
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
思
想
が
、
十
六
世
紀
に
日
本
に
本
格
的
に
移

入
し
た
こ
と
が
、
朱
子
学
的
理
の
論
理
を
強
化
し
た
。

　

中
江
兆
民
は
、
ル
ソ
ー
に
お
け
る
自
由
の
権
利
の
先
天
性
を
説
明
す
る
際
に
、
当

時
の
日
本
人
に
感
覚
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
朱
子
学
の
用
語
を
駆
使
し
た
。
朱
子
学

的
理
の
思
想
の
深
ま
り
が
、
日
本
に
お
け
る
近
代
思
想
の
受
容
を
も
た
ら
し
た
。

　

本
論
文
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
の
流
入
と
明
治
以
降
の
西
洋
近
代
の
政
治
思
想

の
流
入
、
両
時
に
お
け
る
朱
子
学
的
理
の
思
想
と
西
洋
思
想
の
邂
逅
の
あ
り
方
を
示

し
、
朱
子
学
的
理
の
思
想
と
西
洋
思
想
（
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
思
想
お
よ
び
権
利

の
思
想
）
の
類
似
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

近
代
的
人
権
論
の
論
理
的
根
拠
と
な
る
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
思
想
が
、
十
六
世

紀
に
日
本
に
本
格
的
に
移
入
し
た
こ
と
が
、
朱
子
学
的
理
の
論
理
の
強
化
に
つ
な

が
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
朱
子
学
的
理
の
思
想
の
浸
透
が
、
日
本
に
お
い
て

西
洋
近
代
の
権
利
の
思
想
の
受
容
を
容
易
に
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

注（
1
） 

ハ
ビ
ア
ン
『
妙
貞
問
答
』
中
・
下
巻
は
、
日
本
思
想
大
系
25
『
キ
リ
シ
タ
ン
書
・
排

耶
書
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
を
参
照
し
た
。

（
2
） 

『
妙
貞
問
答
』
上
巻
の
「
釈
迦
之
因
位
誕
生
之
事
」
に
お
い
て
、
ハ
ビ
ア
ン
は
、
仏

教
の
本
質
を
、
世
界
を
無
と
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
（『
妙
貞
問
答

を
読
む
、
バ
ビ
ア
ン
の
仏
教
批
判
』
末
木
文
美
士
編
、
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
年
、
八
三

頁
）。

（
3
） 

中
江
兆
民
『
三
酔
人
経
綸
問
答
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
五
年
）。

（
4
） 

井
上
厚
史
「
中
江
兆
民
と
儒
教
思
想
│
「
自
由
権
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
北

東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
一
四
・
一
五
号
合
併
号
、
島
根
県
立
大
学
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）。

（
5
） 

ル
ソ
ー
『
社
会
契
約
論
』（
桑
原
武
夫
・
前
川
貞
次
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
四

年
）。

（
6
） 

田
中
豊
は
、
中
江
兆
民
が
、
性
善
説
に
基
づ
い
て
人
民
を
捉
え
、
性
善
説
に
基
づ
く

と
い
う
こ
と
は
自
己
修
養
に
よ
っ
て
だ
れ
も
が
君
子
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

考
え
て
い
た
と
指
摘
し
、
朱
子
学
的
思
惟
が
兆
民
の
思
想
の
根
幹
部
分
を
形
成
し
て
い

て
、
そ
こ
に
ひ
き
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
ル
ソ
ー
を
解
釈
し
て
い
た
と
指
摘
し
た
。「
儒

学
者
兆
民
序
説
│
『
民
訳
訳
解
』
に
お
け
る
「
義
与
㍾利
果
不
㍾可
㍾得
㍾合
邪
」
を
中
心

に
│
」『
法
と
政
治
』
第
七
〇
巻
第
四
号
（
関
西
学
院
大
学
法
政
学
会
、
二
〇
二
〇
年

二
月
）
三
六
頁
。
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